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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2002-212500(P2002-212500A)
【公開日】平成14年7月31日(2002.7.31)
【出願番号】特願2001-14429(P2001-14429)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 175/16     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 175/16    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月7日(2008.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　縮合多環構造を有するポリオール（ａ）と、ノルボルナンジイソシア
ネート（ｂ）と、水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）とからなる
ウレタンアクリレート樹脂（Ａ）を必須成分として含有することを特徴とする、活性エネ
ルギー線硬化型塗料用組成物。
　　【請求項２】　縮合多環構造を含有するポリオール（ａ）が、脂環式縮合多環構造を
有するポリオールである、請求項１記載の活性エネルギー線硬化型塗料用組成物。
　　【請求項３】　縮合多環構造を含有するポリオール（ａ）が、トリシクロデカンジメ
タノールである、請求項１記載の活性エネルギー線硬化型塗料用組成物。
　　【請求項４】　水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）が、水酸
基と（メタ）アクリロイル基をそれぞれ１個有する化合物である、請求項１～３のいずれ
か１項記載の活性エネルギー線硬化型塗料用組成物。
　　【請求項５】　水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）が、ペン
タエリスリトールのトリアクリレートである、請求項１～３のいずれか１項記載の活性エ
ネルギー線硬化型塗料用組成物。
　　【請求項６】　さらにラジカル重合性単量体（Ｂ）を含む請求項１～５のいずれか１
項記載の活性エネルギー線硬化型塗料用組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明は、縮合多環構造を有するポリオール（ａ）と、ノルボルナンジイソ
シアネート（ｂ）と、水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）とから
なるウレタンアクリレート樹脂（Ａ）を必須成分として含有することを特徴とする、活性
エネルギー線硬化型塗料用組成物を提供するものである。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明で用いるポリイソシアネートは、ノルボルナンジイソシアネート（ｂ）である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明に用いるウレタンアクリレート樹脂を製造する際には、まず縮合多環構造を有す
るポリオール（ａ）と水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）の合計
の水酸基（ＯＨ）と、ノルボルナンジイソシアネート（ｂ）のイソシアネート基（ＮＣＯ
）との当量比（ＯＨ／ＮＣＯ）が０．９／１～１／０．９、好ましくは１／１となるよう
に反応させればよく、縮合多環構造を有するポリオール（ａ）とノルボルナンジイソシア
ネート（ｂ）を反応させた後、水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ
）を反応させてもよいし、また水酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ
）とノルボルナンジイソシアネート（ｂ）を反応させた後、縮合多環構造を有するポリオ
ール（ａ）を反応させてもよく、さらには、縮合多環構造を有するポリオール（ａ）と水
酸基及び（メタ）アクリロイル基を含有する化合物（ｃ）の混合物にノルボルナンジイソ
シアネート（ｂ）を反応させてもよく、これらの反応順序については特に制限はない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　比較例４（活性エネルギー線硬化型塗料用組成物の調製例）
　攪拌機、ガス導入管、コンデンサー、及び温度計を備えた１リットルのフラスコに、イ
ソホロンジイソシアネート３１０．８部、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコール
のジアクリレート４２５．６部、ターシャリブチルヒドロキシトルエン２．１部、メトキ
シハイドロキノン０．３部、ジブチル錫ジアセテート０．１５部を加え、７０℃に昇温し
、２－ヒドロキシプロピルアクリレート１８２部を１時間にわたって滴下した。滴下後、
７０℃で３時間反応させた後、トリシクロデカンジメタノール１４５．６部を２時間にわ
たって分割仕込みした。滴下後、７０℃で３時間反応させた後、イソシアネート基を示す
２２５０ｃｍ-1の赤外吸収スペクトルが消失するまで反応を行い、その後、１－ヒドロキ
シ－シクロヘキシル－フェニルケトン（イルガキュア１８４、チバガイギー社製）３０部
を均一混合し、ウレタンアクリレート樹脂（Ａ）とラジカル重合性単量体（Ｂ）であるヒ
ドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールのジアクリレートとからなる活性エネルギー
線硬化型塗料用組成物を得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　比較例５（活性エネルギー線硬化型塗料用組成物の調製例）
　攪拌機、ガス導入管、コンデンサー、及び温度計を備えた１リットルのフラスコに、イ
ソホロンジイソシアネート２６６．４部、アクリロイルモルホリン３６４．８部、ターシ
ャリブチルヒドロキシトルエン１．５部、メトキシハイドロキノン０．２部、ジブチル錫
ジアセテート０．１５部を加え、７０℃に昇温し、２－ヒドロキシプロピルアクリレート
１５６部を１時間にわたって滴下した。滴下後、７０℃で３時間反応させた後、トリシク
ロデカンジメタノール８８．３部を２時間にわたって分割仕込みした。滴下後、７０℃で
３時間反応させた後、イソシアネート基を示す２２５０ｃｍ-1の赤外吸収スペクトルが消
失するまで反応を行い、その後、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニルケトン（イ
ルガキュア１８４、チバガイギー社製）３０部を均一混合し、ウレタンアクリレート樹脂
（Ａ）とラジカル重合性単量体（Ｂ）であるアクリロイルモルホリンとからなる活性エネ
ルギー線硬化型塗料用組成物を得た。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
【表１】
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